










































The Development of Day Nurseries for the Farming Seasons in Tokushima Prefecture











































































　 1  ．危険を防止し健康を保全，増進する事ができ
る。
　 2  ．悪弊を矯正し集団的訓練に馴れさせる事がで
きる。
　 3  ．敬神崇祖の念を培養し知識欲を向上させる事
ができる。
　 4  ．唱歌遊戯手工談話等によって精神的開発に資
する事ができる。
　（ハ）間接的な効果
　 1  ．疾病を予防し，躾をよくし児童を通じて家庭
を改良する事ができる。











た。志和岐託児所（明治43年 4 月 1 設立），由岐託
児所（大正15年 4 月 9 日，土日通年），青谷幼稚園（大
正 6 年 5 月 1 日），同仁愛児会（大正14年 6 月 2 日），
一条町二葉園（昭和 2 年 4 月 6 日，土日通年），阿
部村託児所（昭和 2 年 5 月27日），日和佐託児所（昭
和 2 年 6 月10日，月水金通年），喜来託児所（昭和
2 年 4 月 1 日），松茂託児所（同），豊久託児所（同），
長原託児所（同），和田島託児所（昭和 2 年 5 月10日）。
地域で言えば，板野郡（ 5 カ所）と海部郡（ 4 カ所）































　②　昭和 5 年から 8 年の設置状況
　昭和 5 年の徳島県における農繁期託児所数は 8 カ
所であり，その内訳は公営なし，私営 8 カ所（団体
5 ，個人 3 ）であった。受託児童は337人，最高80人，
最低30人であり，1 カ所平均は42人であった。保育
を担当する職員数は29人，最高 7 人，最低 2 人であ















村 費75円， 事 業 収 入1,506円，
寄付金1,926円，其の他1,432,6
円，計6,333,6円であった。一方，
名　称 位　置 経営主体 創立年月日 収容人数
長生村託児所 那　賀　郡　長　生　村 村営 昭和 2 年 6 月 5 日 65名
正 信 託 児 所 那　賀　郡　今　津　村 浅野文雄 昭和 2 年 6 月 88名
新 野 託 児 所 那　賀　郡　新　野　町 町教育会 昭和 2 年 6 月 7 日 88名
石 塚 託 児 所 那　賀　郡　富　岡　町 久保ツル 昭和 2 年 6 月 5 日 97名
番地院託児所 那　賀　郡　鷲　敷　町 島村泰雅 昭和 2 年 6 月 1 日 71名




















児所農繁期託児所（ 5 年），福井村佐津喜託児所（ 6
年），河内三協婦人会河内幼児託児所（ 6 年），コト
ブキ児童会農繁期託児所（ 6 年），上大野農業組合
農繁期託児所（ 7 年），三條農繁期託児所（ 8 年），
横瀬町農繁期託児所（ 8 年），小松島町芝田保育園（ 8
年），野上農繁期託児所（ 8 年），才見農繁期託児所
（ 8 年），昭和會託児所（ 8 年），北川託児所（ 8 年），
高志幼児保育所（ 8 年）三野託児所（ 8 年），藍園
村農繁期託児所（ 8 年），西井川託児所（ 8 年）な
どである。なお，那賀郡平島村に昭和 5 年 4 月 8 日
に設置された中島保育園（父姉会経営）について，

























援会・就学保護会（ 2 カ所），公営（ 2 カ所，横瀬
町農繁期託児所と西井川託児所），農業組合・農事







































　なお，阿部就学保護会託児所は，5 月から 9 月ま
名称 位置 創立年月日 組織又は経営主体 経費 幼児数
正信保育園 那賀郡今津村 昭和 2 年 6 月 1 日 今津善隣館 1,013円 通年40名季節30名
大野村神應院佐津喜託児所 那賀郡大野村 　同 5 年 6 月 1 日 個人（萬川圓照） 380円 70名
上大野農業組合農繁期託児所 那賀郡大野村 　同 7 年 6 月 6 日 上大野農業組合 426円 85名
三條農繁期託児所 那賀郡大野村 　同 8 年 6 月 1 日 大野村婦人会 431円 125名
阿部就学保護会託児所 海部郡阿部村 　同 2 年 6 月10日 阿部就学保護会 380円 40名
河内三協婦人会
河内幼児託児所 海部郡牟岐町 　同 6 年 4 月 1 日 河内三協婦人会 419円 45名
コトブキ児童会農繁期託児所 名西郡藍畑村 　同 6 年 5 月23日 コトブキ児童会 401円 73名
鷲敷悉地院託児所 那賀郡鷲敷町 　同 2 年 6 月 1 日 個人（浅野文雄） 30円 75名
富岡町東石塚託児所 那賀郡鷲敷町 　同 4 年 5 月 1 日 東石塚愛農婦人会 180円 82名
佐馬地村佐野託児所 三好郡佐馬地村 　同 5 年 6 月 1 日 佐野母の会 65円 46名
阿川婦人会農繁期託児所 名西郡阿野村 　同10年 5 月20日 阿川婦人会 112円 70名
坂東町吉祥寺託児所 板野郡坂東町 　同 6 年 5 月19日 吉祥寺婦人会 112円 30名
里浦村農繁期託児所 板野郡里浦村 　同11年 5 月29日 愛国婦人会里浦村分会 100円 55名
羽浦町松林幼児園 那賀郡羽浦町 　同11年 5 月25日 松林愛児会 1,040円 70名
板野村新開保育園 那賀郡板野村 　同11年 5 月18日 新開小学校母の会 1,920円 通年40名季節20名
西祖谷山村檪生託児所 美馬郡西祖谷山村 　同11年 5 月16日 檪生小学校教育後援会 548円 40名
横瀬町農繁期託児所 勝浦郡横瀬町 　同 8 年 6 月15日 公営（横瀬町） 116円 70名
小松島町芝田保育園 勝浦郡小松島町 　同 8 年 5 月17日 田野愛農婦人会 525円 40名
野上農繁期託児所 勝浦郡多家良村 　同 8 年 6 月 3 日 野上愛農婦人会体 100円 30名
才見農繁期託児所 那賀郡見能林村 　同 8 年 6 月 1 日 才見愛農婦人会 490円 50名
昭和會託児所 那賀郡長生村 　同 8 年 6 月 5 日 昭和会 70円 70名
北川託児所 海部郡木頭村 　同 8 年 5 月20日 団体 403円 53名
高志幼児保育所 名西郡高志村 　同 8 年 4 月10日 高志村主婦会 975円 77名通年・季節の合計
三野託児所 三好郡三野町 　同 8 年 5 月20日 三野町婦人会 200円 131名
西井川託児所 三 好 郡 辻 町 　同 8 年 5 月10日 公営（辻町） 60円 40名
横瀬母ノ会農繁期託児所 勝浦郡横瀬町 　同 9 年 6 月11日 横瀬母ノ会 70円 60名
横瀬興川内聯合託児所 勝浦郡横瀬町 　同 9 年 6 月11日 横瀬興川内母ノ会 174円 72名
横瀬中山農繁期託児所 勝浦郡横瀬町 　同 9 年 6 月11日 横瀬中山母ノ会 126円 40名
横瀬久農繁期託児所 勝浦郡横瀬町 　同 9 年 6 月 9 日 横瀬久愛農婦人会 225円 80名
善徳母の会農繁期託児所 美馬郡西祖谷山村 　同10年 6 月19日 善徳母の会 528円 50名
延野託児所 那賀郡延野村 　同10年11月 1 日 延野村婦人会 160円 65名
郡里農繁期託児所 美馬郡郡里村 　同10年 5 月30日 郡里小学校教育後援会 120円 100名
大山村啓生託児所 板野郡大山村 　同 9 年 5 月 1 日 大山村親交会 2,136円 79名
富岡町前山託児所 那賀郡富岡町 　同11年 5 月21日 景徳婦人会 120円 32名
大京原川南農繁期託児所 那賀郡平島村 　同11年 5 月30日 川南農事改良実行組 105円 50名
福井村佐津喜託児所 那賀郡福井村 　同 6 年 5 月 1 日 佐津喜仏教婦人会 495円 50名
高原村性福寺託児所 名西郡高原村 　同11年 5 月31日 個人（尾田照淳） 68円 50名
十力寺農繁期託児所 麻植郡西尾村 　同 9 年 5 月27日 十力寺積美会 62円 20名



































































































































　　保育見込： 3 歳以下　10名，3 歳以上　46名





















児所『いづれも好成績』」徳島高知版，昭和 2 年 6










































所」徳島毎日新聞，昭和 2 年 6 月 3 日）という記事































































新聞，昭和 2 年 6 月25日
　徳島毎日新聞（「富岡高女校に於ける託児事業講
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      This Article aimed to clarify the developments of day nurseries for the farming seasons in 
Tokushima Prefecture during the Early Showa Period by analyzing newspapers and other materials. 
As a result of the study, the following items were clarified.
      First, day nurseries were established in order to improve labor efficiency and protect farmer’s 
young children. Secondly, those women such as woman teachers, members of women’s association 
were expected to work for care-givers. They cared for young children in the spirit of volunteer 
social service. Thirdly, Prefectural authorities in Tokushima played important roles in increasing the 
availability of day nurseries and improving the quality of services by means of supporting through 
subsides, and holding workshops for care givers and drawing out a manual for opening day nurseries. 
Fourthly, care workers provided more personal care for children such as feeding, sleeping, excreting, 
and bathing than actually educating them.
